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ある病床編成です。これからは、「治す医療」か

ら「支える医療」へ、そして「病院完結型」から

「地域完結型」への転換によって、住み慣れた場

所で必要な時に必要な医療・看護を受け、最後を

迎える社会の実現が求められてきているのだと思

います。最近は自宅からの入院患者が少しずつ増

加傾向です。

　在宅からの急性憎悪に対し

　１．認知症対策チームの早期からの関与

　２．廃用症候群予防の早期からのリハ関与

　３．栄養サポートチームの活動などチーム医療

の

　　　推進が必要です。

　当院においてもチーム医療で活動中です。より

チ

ームでの活動が発展していくには「看護のちか

ら」の発揮が必要です。看護部がその中心で輝い

ていける職場環境を目指しています。これからは

今以上に認知症が進まない、寝たきりにならない

ことが高く評価されてきます。日々、現況を見極

め、問題点を洗い出し、患者を中心に考え、問題

解決のためにすべきことを病院一丸となって取り

組んでいけるように、組織横断的な関わりを大事

にしていきます。他職種、自部署との連携を強化

し看護部長としての役割を発揮していきたいと思

います。目指していくのは、「マグネットホスピ

タル」です。マグネットホスピタルとは、患者、

医師、看護師を磁石のようにひきつけて放さな

い、魅力ある病院です。

「皆様から愛される病院を目指します。」

～看護の今、これからの看護に求められていること～

                        湘南泉病院　看護部長　三澤 利重子

看護部長に就任して

　私が湘南泉病院に入職したのは、平成１１年６

月でした。今年４月より看護部長を拝命させて頂

きました。課題、困難も多々あるのですが皆様の

お力をお借りして日々頑張っているところです。

病院の状況は１５年前からみて大きく変化してき

ています。これからも地域のニーズに応えるべく

変化して行かなければならないことを実感するば

かりです。歴代の看護部長の築かれた礎をしっか

りと守っていかなければいけないと強い責任を感

じます。

　超高齢化社会を迎え、病院を取り巻く環境は今

後ますます厳しくなることが予想されます。団塊

世代が７５歳となる２０２５年が一つの目安とし

て示されていますが、長期的な視野に立てば、さ

らにそれ以降の医療の将来像を捉えることが求め

られてきます。少子高齢社会の中で、これからの

医療提供体制においてチーム医療をどう推進して

いくか、医療職の中で最も多い看護師はどのよう

な役割を担っていくべきか、社会のニーズに応え

るためにどうすべきか。住み慣れた地域で暮らし

続け、支えるためには何が必要なのか考えていく

必要があります。当院においては、今年度より地

域包括ケア病床９床が開設しました。地域包括ケ

ア病床の役割は、急性期医療よりも、年齢が上が

るにつれて生活維持や在宅復帰のために必要に応

じて治療やリハビリを行うような必ずしも治癒を

目指すわけではない医療の比率が高まります。こ

のような医療の担い手としての役割の



湘南泉病院
医療安全管理室専従看護師
看護科長　星野 眞由美

医療安全管理室について

【医療安全小委員会風景】 【医療安全推進週間ポスター】

今年度より医療安全管理室専従となりました看護科長の星野です。当院の医療安全委員会

は藤田副院長を中心に１２名のメンバーで２週間に１回委員会を開催し、患者・ご来院者・

職員の安全管理について取り組んでいます。今年度は、身近で大切な５Ｓ〈整理・整頓・清

掃・清潔・躾（しつけ）〉を呼びかけることにしました。５Ｓは、業務の効率向上、ミス・

事故防止、スペースの有効活用を実現するための基盤整備を目的とした工場をもつ企業から

始まり、医療分野においても２００８年頃より広く活用され始めました。

活動をわかり易く紹介するために、毎月各部署の５Ｓ活動を写真入りで掲示してきました。

最終目標は①物を探す無駄をなくし、医療ミス・業務ミスを低減する。②限られたスペース

を有効に活用する。③決められたルールを守る組織を作る。としています。より良い療養環

境を病院全体で考え実現できるように、医療安全対策を組織横断的に活動しています。

鵬友会 研修レポート
～平成２６年度 看護科長等合同研修会 開催！～ 平成2６年１２月６日（土）

平成26年12月6日（土）9時～17時、鵬友会各施設の看護科長等が参集し、看護科長等合同研修会が行われました。

前半は、池島常務理事と片桐看護部長の講話、前田看護科長と石井看護科長のファーストレベル研修報告があり、

午後にはグループワークでテーマに沿ってディスカッションし、学びを深めました。

【５S活動の紹介】

【グループワーク】全体風景 池島常務理事 片桐看護部長




